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円
弘
は
新
羅
僧
侶
か

―
―
『
法
華
経
論
子
注
』
の
引
用
文
献
を
中
心
と
し
て
―
―

金
　
　
　
天
　
鶴

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
弘
は
七
三
一
年
以
前
に
著
述
活
動
を
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
円
弘
の
活
動
年
代
を
念
頭
に
置
い
て
円
弘
が
新
羅
人
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
大
き
く
二
つ
の
方
法
を
使
用
し
た
。
一
つ

は
円
弘
に
対
す
る
諸
資
料
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
証

明
し
よ
う
と
し
た
。
二
つ
、『
子
注
』
の
引
用
文
献
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
。

一
つ
目
の
方
法
の
結
果
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
法
相

唯
識
の
基
と
対
比
さ
れ
る
新
羅
人
の
グ
ル
ー
プ
に
円
弘
が
属
し
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
次
に
新
羅
表
員
の
『〔
華
厳
経
文
義
〕
要
決
問
答
』〔
以
下
『
要

決
問
答
』
と
略
称
す
る
〕
と
説
明
方
法
が
一
致
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
円
弘

の
『
円
弘
師
章
』
を
注
釈
し
た
理
門
〔
生
没
年
不
詳
〕
は
太
賢
の
著
述
に
も
復

注
を
著
述
す
る
。
こ
の
よ
う
に
新
羅
法
相
唯
識
を
尊
重
す
る
と
い
う
点
で
、
円

弘
も
な
お
新
羅
人
の
可
能
性
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

二
つ
目
の
方
法
の
結
果
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。『
子
注
』
の

〈
抄
録
〉

本
稿
は
世
親
の
著
述
と
言
わ
れ
て
い
る
『
法
華
経
論
』
に
対
す
る
著
述
の
中

で
『
法
華
経
論
子
注
』
三
巻
の
著
者
で
あ
る
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
た
め
の
論
文
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
思
想
家
で
あ
る
世
親
に
よ
っ
て
『
法
華
経
論
』
が
著
述
さ
れ
た
が
、

そ
れ
が
思
想
的
に
重
要
な
根
拠
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
は
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た

以
降
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
で
は
『
法
華
経
』
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要

な
解
釈
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
新
羅
の
法
華
思
想
史
も
こ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
義
寂
釈
・
義
一
撰
の
『
法
華
経
論
述
記
』
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
円
弘
の
『
法
華
経
論
子
注
』
が
金
沢
文
庫
と
聖
語
蔵
に

存
在
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
こ
れ
を
入
手
し
て
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
円
弘
の
著
述
は
七
三
一
年
に
す
で
に
『
円
弘
師
章
』
が
、

七
四
八
年
に
『
法
華
経
論
子
注
』〔
以
下
『
子
注
』
と
略
称
す
る
〕
が
筆
写
さ
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二

引
用
文
献
を
通
し
て
は
義
寂
、
元
暁
、
義
相
と
一
致
す
る
例
を
、
各
々
二
回
、

三
回
、
一
回
程
度
を
見
出
し
て
証
明
し
た
。
そ
の
中
で
義
寂
の
一
例
は
文
章
が

正
確
に
一
致
し
て
、
元
暁
の
二
回
と
義
相
の
一
例
は
用
語
が
正
確
に
一
致
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
言
及
し
た
新
羅
表
員
の
著
述
と
の
関
連

を
考
慮
す
る
と
円
弘
が
新
羅
僧侶

の
著
述
を
読
ん
だ
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
、
引
用
事
実
を
通
し
て
円
弘
が
義
寂
な
ど
よ
り
後
の
人
物
で
あ
る
と

い
う
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
同
時
代
に
活
動
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
代
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
新
羅
人

の
著
述
を
み
た
と
い
う
点
か
ら
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
、
写
本
を
よ
り
綿
密
に
検
討
す
れ
ば
、
新
羅
僧侶

の
文
献
を
引
用
し
た

痕
跡
を
さ
ら
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め

て
、
今
後
、
細
密
な
注
釈
を
通
し
て
、
も
う
一
つ
の
新
羅
人
の
注
釈
書
、
円
弘

の
『
法
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
研
究
し
て
、
義
寂
、
元
暁
、
憬
興
な
ど
、
新

羅
僧侶

と
比
較
し
て
、
本
文
献
を
新
羅
人
の
法
華
思
想
史
に
追
加
し
よ
う
と
す

る
。

Ⅰ　

は
じ
め
に

世
親
の
著
述
と
言
わ
れ
て
い
る
『
法
華
経
論
』（『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』）

は
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
「『
法
華
経
』
の
案
内
書
」
と
い
う

程
度
の
意
味
で
あ
る
。『
法
華
経
論
』
は
二
回
漢
訳
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
つ

は
勒
那
摩
提
（Ratnam

ati

）
な
ど
の
訳
と
、
も
う
一
つ
は
菩
提
留
支

（Bodhiruci

）
な
ど
の
翻
訳
で
、
二
つ
と
も
現
存
し
て
、
梵
文
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る（

（
（

。『
法
華
経
論
』
は
「
序
品
」
と
「
方
便
品
」、「
譬
喩
品
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
竹
晋
の
最
新
の
研
究
に
よ
る
と（

（
（

、『
法
華
経
論
』
に

対
す
る
中
国
僧侶

の
著
述
と
し
て
は
吉
蔵
、
賓
法
師
、
道
栄
、
淡
延
、
作
者
不

明
の
四
種
で
、
総
八
種
の
著
述
が
目
録
上
に
残
っ
て
い
て
、
こ
の
中
で
吉
蔵
の

『
法
華
論
疏
』
三
巻
だ
け
が
現
存
す
る
。
新
羅
で
も
注
釈
書
が
著
述
さ
れ
た
が
、

義
寂
釈
・
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
二
巻
（
或
い
は
三
巻
）、
神
雄
『
法
華

論
集
解
鈔
』
二
巻
、
円
弘
『
法
華
論
子
註
』
三
巻
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
平
安
時
期
ま
で
明
一
、
行
賀
、
常
騰
、
護
命
、
最
澄
、
円
珍
な
ど
が
注
釈

書
を
著
述
し
た
の
で
あ
り
、
円
珍
の
『
法
華
論
記
』
十
巻
が
現
存
す
る
。
一
方
、

漢
訳
者
で
あ
る
菩
提
留
支
が
直
接
『
疏
』
三
巻
を
著
述
し
た
と
い
う
目
録
も
確

認
さ
れ（

（
（

、
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』
に
『
法
華
経
論
』
の
翻
訳
な
ど
を
め
ぐ
る
事

情
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
が
、
菩
提
留
支
が
『
疏
』
を
著
述
し
た
と
い
う
記

録
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
と
し
て
は
先
の
目
録
の
信

憑
性
に
つ
い
て
は
疑
い
の
余
地
が
十
分
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

イ
ン
ド
思
想
の
二
つ
の
潮
流
は
中
観
〔
学
派
〕
と
瑜
伽
行
学
派
で
あ
る
。
そ

の
中
で
瑜
伽
行
学
派
の
論
師
で
あ
る
世
親
に
よ
っ
て
『
法
華
経
論
』
が
著
述
さ

れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
文
献
が
学
派
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
一
定
の
役
割
を
果

た
し
た
と
は
言
え
な
い（

（
（

。
し
か
し
東
ア
ジ
ア
で
は
『
法
華
経
』
を
理
解
す
る
た

め
の
重
要
な
解
釈
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
法
華
思
想

史
は
『
法
華
経
論
』
解
釈
史
と
そ
の
流
れ
を
同
じ
く
す
る
と
解
釈
す
る
ほ
ど
に
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重
要
な
経
論
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い（

（
（

。

先
に
紹
介
さ
れ
た
新
羅
人
の
著
述
の
中
で
、
ま
ず
神
雄
の
『
法
華
論
集
解
鈔
』

は
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
出
て
く
る
も
の
で
、
大
竹
は
新
羅
道
証

の
著
述
で
あ
る
『
成
唯
識
論
要
集
』
に
対
す
る
復
注
『
成
唯
識
論
要
集
決
明
章
』

四
巻
と
『
成
唯
識
論
要
集
略
述
』
十
巻
を
著
述
し
た
こ
と
か
ら
み
て
新
羅
人
と

推
定
す
る（

（
（

。
道
証
の
著
述
を
復
注
す
る
こ
と
か
ら
み
て
新
羅
人
の
著
述
で
あ
る

可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。

義
寂
釈
・
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』（
以
下
『
述
記
』
と
略
称
す
る
）
に

つ
い
て
は
朴
姯
娟
の
研
究
に
詳
し
い（

（
（

。
こ
の
研
究
に
従
い
『
述
記
』
の
特
徴
を

か
い
つ
ま
ん
で
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
文
献
学
的
な
面
か
ら『
述

記
』
は
先
に
紹
介
し
た
二
つ
の
翻
訳
の
う
ち
、
菩
提
留
支
本
『
法
華
経
論
』
を

解
釈
し
た
。
解
釈
内
容
は
、「
序
品
」
と
「
方
便
品
」
の
前
の
部
分
に
対
す
る

解
釈
で
終
わ
り
、
完
結
本
〔
＝
全
体
〕
の
半
分
程
度
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
引
用
と
し
て
は
和
＊
尚
〔
上
〕
が
最
も
多
く
十
二
回
、
吉
蔵
が
十
回
、
慈

恩
が
七
回
、
慧
浄
が
三
回
で
あ
る
が
、
吉
蔵
の
説
は
大
部
分
『
法
華
論
疏
』
を
、

慈
恩
の
説
は
『
法
華
玄
賛
』
を
、
慧
浄
の
説
は
『
妙
法
蓮
華
経
纉
述
』
を
典
拠

と
す
る
。
義
寂
と
義
一
の
著
述
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
半
部
は
義
寂
の
釈
、
後

半
部
は
義
一
の
撰
に
該
当
す
る
と
い
う
。
一
方
、
思
想
的
な
特
徴
と
し
て
は
新

唯
識
の
五
姓
各
別
説
と
は
異
な
り
趣
寂
声
聞
の
成
仏
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
奘
三
蔵
の
門
下
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
種
姓
論
に

お
い
て
そ
の
趣
旨
を
異
に
す
る
点
は
新
羅
的
な
特
徴
と
し
て
膾
炙
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

新
羅
人
の
著
述
の
中
で
最
後
に
紹
介
さ
れ
た
円
弘
に
つ
い
て
は
大
竹
の
解
題

で
は
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
と
い
う
推
定
に
止
ま
っ
た
。
本
稿
は
『
法
華
経
論

子
注
』
を
著
述
し
た
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
証
明
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
、『
子
注
』
を
新
羅
僧侶

の
著
述
と
し
て
本
格
的
に
研
究
す
る

た
め
の
序
説
に
該
当
す
る
。
具
体
的
に
は
章
を
改
め
て
叙
述
す
る
。

Ⅱ　

円
弘
に
つ
い
て（

（
（

円
弘
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
現
在
決
定
的
な
情
報
が
な
い
。
た
だ
、
円
弘
に

対
す
る
様
々
な
情
報
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
出
身
地
が
新
羅
で
あ
る
こ
と
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
証
明
す
る

た
め
円
弘
に
対
す
る
資
料
を
集
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
円
弘
の
名
前
が
記
録
さ
れ
た
章
疏
を
検
討
す
る
。
大
竹
は
安
然
『
教

時
諍
論（

（
（

』
に
玄
隆
、
円
弘
、
神
昉
、
太
賢
の
名
前
が
次
第
に
明
記
さ
れ
る
こ
と

を
通
し
て
玄
隆
、
神
昉
、
太
賢
が
皆
な
新
羅
人
で
あ
る
た
め
に
そ
の
中
に
明
記

さ
れ
た
円
弘
に
つ
い
て
新
羅
人
で
あ
る
と
推
定
し
た（

（（
（

。『
教
時
諍
論
』
の
関
連

文
章
を
検
討
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

玄
奘
三
蔵
の
門
人
義
寂
法
師
は
『
義
林
章
』
十
二
巻
を
作
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
基
師
の
『
法
苑
義
林
章
』
を
論
破
し
た
。
遁
倫
法
師
は
『
瑜

伽
疏
』
を
作
っ
た
が
、
彼
が
立
て
た
義
理
は
基
の
義
理
と
は
ず
い
ぶ
ん
異

な
っ
た
。
玄
隆
、
円
弘
、
神
昉
、
太
賢
も
並
び
に
章
疏
を
作
っ
た
が
、
と
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四

も
に
三
蔵
の
趣
旨
を
得
た
と
自
称
す
る
が
、
基
の
義
と
は
大
き
く
異
な
っ

た（
（（
（

。

こ
こ
で
は
新
羅
の
義
寂
、
遁
倫
、
玄
隆
、
神
昉
、
太
賢
が
並
び
に
玄
奘
を
継

承
し
な
が
ら
も
、
基
と
は
思
想
的
立
場
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の

中
で
円
弘
を
除
い
て
は
皆
な
新
羅
学
僧
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
安
然
の
陳
述
を
通
し
て
み
る
時
、
新
羅
僧侶

た
ち
は
基
の
反
対
派
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
部
類
に
円
弘
が
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

大
竹
の
推
定
は
可
能
性
が
高
い
。

奈
良
時
代
の
護
命
（
七
五
〇
―
八
三
四
）
は
円
弘
の
著
述
を
尊
重
し
た
。
宗

性
（
一
二
〇
二
―
一
二
七
八
）
の
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
に
は
〔
次
の

よ
う
に
あ
る
。〕

護
命
僧
正
の
伝
記
に
は
護
命
が
十
歳
に
当
洲
金
光
明
寺
の
道
興
法
師
に
道

を
受
け
、
両
年
に
わ
た
り
『
法
華
経
』・『
最
勝
王
経
』
二
部
の
音
と
訓
を

渉
猟
し
た
の
で
あ
り
、『
百
論
』
と
そ
れ
に
対
す
る
円
測
法
師
の
『
疏
』

一
巻
、
そ
し
て
『
円
弘
師
章
』
四
巻
を
暗
誦
し
た
と
い
う（

（（
（

。

こ
れ
に
よ
り
護
命
が
円
測
と
円
弘
の
著
述
を
尊
重
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
。
護
命
は
元
興
寺
系
の
人
物
で
、
新
羅
に
留
学
し
た
神
叡
の
流
れ
を
汲
み
な

が
ら
、
新
羅
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
人
物
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
彼
が
七
十
三
歳
の
時
に
新
羅
僧侶

か
ら
学
ん
だ
有
為
無
為
法
に
対
す

る
立
場
を
八
十
歳
の
晩
年
ま
で
堅
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
十
分
に
説
明
が
可

能
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
得
度
の
時
か
ら
最
晩
年
ま
で
新
羅
僧侶

を
尊
重
し
た

と
い
う
事
実
か
ら
み
れ
ば
、
護
命
が
円
測
の
著
述
と
と
も
に
重
視
し
た
『
円
弘

師
章
』
は
新
羅
僧侶

が
推
薦
し
た
法
相
唯
識
文
献
で
あ
り
得
よ
う
し
、
こ
の
場

合
、
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
可
能
性
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

次
は
書
写
記
録
を
検
討
す
る
。
正
倉
院
古
文
書
の
記
録
に
よ
る
と
、
先
に
言

及
し
た
『
円
弘
師
章
』
の
ほ
か
に
『
法
華
論
子
注
』
も
筆
写
の
た
め
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。『
円
弘
師
章
』
は
『
円
弘
章
』
四
巻
（
七
三
一
年
）
を
は
じ
め
と

し
て
『
円
弘
師
章
』、『
円
弘
章
疏
』
な
ど
の
異
称
で
七
六
七
年
ま
で
三
十
回
以

上
記
録
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
り
円
弘
が
少
な
く
と
も
七
三
一
年
以
前
に
活

動
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、『
子
注
』
は
七
四
八
年
か
ら
七

六
七
年
ま
で
十
五
回
程
度
筆
写
の
た
め
の
記
録
が
あ
る
。
そ
の
中
で
本
稿
の
中

心
で
あ
る
『
子
注
』
に
対
す
る
記
録
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
に
な

っ
て
い
る（

（（
（

。

※
タ
イ
ト
ル
は
初
め
て
出
て
き
た
記
録
を
提
示
す
る
。（　

）
は
記
録
さ
れ

た
年
度
。

法
花
論
子
注　

中
巻
（
七
四
八
）

法
花
子
注　

下
巻
（
七
五
〇
）

法
花
論
子
注
一
部　

三
巻
（
七
五
一
）

法
花
論
子
注
一
部　

三
巻　

円
弘
師
注
（
七
五
一
）

法
花
論
子
注　

一
巻　

円
弘
注
（
七
五
二
）
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法
花
子
注　

三
巻
（
七
五
四
）

法
花
論
子
注　

三
巻　

尊
者
舎
利
弗
（
七
六
三
）

法
花
経
論
子
注　

三
巻　

尊
者
舎
利
弗
（
七
六
七
）

法
華
経
論
子
注　

三
巻
（
七
六
七
）

こ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
『
子
注
』
の
著
者
が
円
弘
で
あ
り
、
上
中
下
三
巻
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
七
六
三
年
か
ら
は
「
尊
者
舎
利
弗
」
が
著
者

の
よ
う
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
も
分
か
る
。
実
際
に
日
本
名
古
屋
の
七
寺
所
蔵
の

平
安
時
代
末
期
の
写
本
で
あ
る
『
古
聖
教
目
録
』
に
は
「
舎
利
弗
述
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
は
下
巻
の
初
め
に
「
尊
者
舎
利
弗
説
偈
」〔
一

紙
三
面
〕
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
著
者
と
誤
っ
て
誤
認
さ
れ
記
録
さ
れ
た
例
で

あ
る
。

次
に
円
弘
著
述
の
逸
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
の
発
表
で
は
『
成

唯
識
論
本
文
抄
』、
基
弁
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
師
子
吼
鈔
』、
良
算
の
『
唯
識

論
同
学
鈔
』、
忠
算
の
『
四
分
義
極
略
私
記
』、
凝
然
の
『
五
教
章
通
路
記
』・『
孔

目
章
発
悟
記
』・『〔
華
厳
〕
十
重
唯
識
瑺
鑑
記
』
な
ど
に
引
用
が
確
認
さ
れ
る

と
報
告
し
た（

（（
（

。
以
降
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
は
『
冠
註
五
教
章
』
か
ら
も
確
認

さ
れ（

（（
（

、
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
凝
然
の
『
華
厳
二
種
生
死
義
』
か
ら
も
確
認

さ
れ
る
と
い
う（

（（
（

。

『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
に
つ
い
て
は
一
部
を
検
討
し
た
結
果
、
基
と
解
釈
が

異
な
る
た
め
批
判
さ
れ
る
例
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
が（

（（
（

、
忠
算
の
『
四
分
義
極

略
私
記
』
で
は
肯
定
さ
れ
、
ま
た
凝
然
の
『
五
教
章
通
路
記
』
で
は
真
諦
訳
の

『
唯
識
論
』
を
使
用
す
る
例
も
み
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
し
か
し
、
安
然
が
記
述

し
た
よ
う
に
基
と
反
対
さ
れ
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、『〔
華
厳
〕
十
重
唯
識
瑺
鑑
記
』〔
巻
第
七
〕
に
は
「
円
弘
法
師

は
四
巻
章
を
造
り
、
円
弘
章
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
の
〔
第
〕
一
巻
に
唯
識
義

が
あ
る
が
、
三
門
に
分
別
し
た
の
で
あ
り
、
第
一
は
名
称
を
解
釈
す
る
、
第
二

は
本
体
を
明
か
す
、
第
三
は
問
答
で
あ
る
（
円
弘
法
師
造
四
巻
章
。
名
円
弘
章
。

彼
〔
第
〕
一
巻
有
唯
識
義
、
三
門
分
別
。
一
釈
名
。
二
出
体
。
三
問
答
）」
と

な
っ
て
い
る（

（（
（

。
主
題
を
三
門
に
区
別
す
る
例
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
「
一
釈
名
。
二
出
体
。
三
問
答
」
に
分
け
て
説
明
す
る
例
は
新
羅
表
員
の

『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
の
説
明
方
式
と
唯
一
に
一
致
す
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
内
容
を
通
し
て
は
基
と
反
対
意
見
を
披

歴
し
た
と
い
う
安
然
の
説
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
表
員
の
『
要
決
問

答
』
と
説
明
方
式
が
一
致
し
て
い
る
た
め
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
り
な
が
ら
、
表

員
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
さ
ら
に
高
め
て
く
れ
る
。

一
方
、
京
都
の
法
金
剛
院
所
蔵
の
平
安
時
代
前
期
の
写
本
目
録
で
あ
る
『
大

小
乗
経
律
論
疏
記
目
録
』
に
は
「
円
弘
章
記
二
巻　

理
門
師
」
と
い
う
記
録
が

あ
る（

（（
（

。
同
目
録
集
に
は
『
本
母
頌
記
』
二
巻
と
『
卒
料
』
一
部
三
巻
の
著
者
が

理
門
と
な
っ
て
い
る
が（

（（
（

、
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。『
卒
料
』
に
つ
い
て
は
未
詳

で
あ
る
が
、『
本
母
頌
記
』
は
太
賢
の
『
広
釈
成
唯
識
論
本
母
頌
』
三
巻
に
対

す
る
注
釈
で
あ
ろ
う
。
理
門
に
よ
っ
て
両
師
の
文
献
の
注
釈
書
が
著
述
さ
れ
る

こ
と
か
ら
み
て
、
理
門
が
二
僧侶

の
著
述
を
相
当
に
尊
重
し
た
と
い
う
こ
と
が
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分
か
る
。
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
例
は
先
の
護
命
の
伝
記
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
円
弘
が
太
賢
と
同
じ
よ
う
に
新
羅
系
の
法
相
唯
識
学
者
で
あ
っ
た

た
め
に
尊
重
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る（

（（
（

。

こ
れ
ま
で
様
々
な
情
報
を
通
し
て
円
弘
の
出
身
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
①
安

然
の
記
述
、
②
新
羅
僧侶

と
密
接
な
護
命
の
『
円
弘
師
章
』
重
視
、
③
『
円
弘

師
章
』
の
逸
文
か
ら
確
認
さ
れ
た
新
羅
表
員
と
の
関
係
、
④
円
弘
と
太
賢
の
著

述
に
復
注
を
な
し
た
理
門
の
存
在
、
⑤
正
倉
院
古
文
書
の
記
録
と
い
う
五
つ
の

情
報
を
総
合
し
て
み
る
時
、
円
弘
が
七
三
一
年
以
前
に
活
動
し
た
新
羅
法
相
唯

識
学
者
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
証
明
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
は
『
子
注
』

の
引
用
文
献
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
僧侶

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す

る
。

Ⅲ　

円
弘
の
『
法
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て

１　

現
存
本
『
法
華
経
論
子
注
』
紹
介

ま
ず
「
子
注
」〔
と
い
う
〕
形
式
に
つ
い
て
辞
典
的
意
味
を
『
漢
語
大
詞
典
』

に
沿
っ
て
紹
介
す
る
と
、
本
文
を
母
に
比
喩
し
て
、
本
文
の
橫
に
小
さ
く
書
い

た
注
を
子
に
比
喩
す
る
形
式
と
し
て
仏
教
注
釈
学
に
お
い
て
重
要
な
注
釈
形
式

に
属
す
る（

（（
（

。
現
存
〔
本
の
〕
形
式
も
本
文
を
太
字
〔
＝
大
き
い
文
字
〕
に
し
て
、

子
注
は
本
文
の
下
に
小
さ
い
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
仏
教
文
献
に
お
い
て
「
子

注
」
と
名
称
が
付
い
た
文
献
は
確
認
可
能
で
あ
る
が（

（（
（

、
現
存
す
る
も
の
と
し
て

は
『
法
華
経
論
子
注
』
が
唯
一
で
あ
る
。

現
在
『
子
注
』
は
金
沢
文
庫
本
と
聖
語
蔵
本
が
現
存
す
る
。
ま
ず
聖
語
蔵
本

は
聖
語
蔵
甲
種
写
経
№
一
九
八
＊
九
〔
七
〕
で
『
子
注
』
三
巻
の
中
で
上
巻
が

巻
子
と
し
て
穏
全
に
現
存
す
る
。
巻
子
の
軸
と
本
文
と
本
文
の
背
面
（
軸
面
）

に
は
〔
軸
に
〕「
法
華
論
経
子
注　

巻
三
」〔
と
、
本
文
尾
題
に
「
法
華
論
経
子

注
巻
第
上
」
と
、
紙
背
に
「
法
華
論
経
子
注
巻
第
三
」〕
と
な
っ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
全
体
巻
数
を
表
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
書
体
は
〔
本
文
と
〕
互
い

に
異
な
る
。
写
本
の
終
わ
り
の
部
分
に
は
「
法
華
論
経
子
注
巻
第
上
」
と
な
っ

て
い
て
写
本
が
三
巻
中
の
「
巻
上
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、

内
容
は
『〔
法
華
〕
経
論
』〔
以
下
『
経
論
』
と
略
称
す
る
〕「
序
品
」
に
該
当

す
る
。
金
沢
〔
文
庫
〕
本
は
冊
子
形
式
で
筆
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
紹
介
し
な
が
ら
現
存
下
巻
の
『
子
注
』
が
下
巻
全
体
の
半
分
に

も
満
た
な
い
分
量
で
あ
る
と
推
定
し
た（

（（
（

。

一
方
、
両
本
の
書
体
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
両
写
本
の
筆
写
年

代
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
現
存
本
『
子
注
』
は
中
巻

に
該
当
す
る
「
方
便
品
」
に
対
す
る
注
釈
が
欠
落
さ
れ
た
の
で
あ
り
、「
序
品
」

全
体
と
「
譬
喩
品
」
一
部
が
残
っ
て
い
る
。
両
写
本
の
題
名
は
「
論
経
」
と
「
経

論
」
で
筆
写
さ
れ
互
い
に
異
な
る
が
、
古
文
書
の
筆
写
記
録
な
ど
を
勘
案
す
れ

ば
、「
経
論
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

『
子
注
』
で
引
用
形
式
を
整
え
て
引
用
さ
れ
る
文
献
は
『
経
』
と
『
論
』
だ

け
で
あ
る
。
ま
ず
、
上
巻
で
は
〔『
涅
槃
経
』（
一
回
）、〕『
華
厳
経
』（
＊
二
〔
三
〕

回
）、『
本
業
経
』（
一
回
）、〔『
正
法
華
』（
一
回
）、〕『
智
度
論
』（
一
回
）、『
対

法
論
』（
一
回
）
に
止
ま
る
。
下
巻
で
は
『
華
厳
経
』（
一
回
）、『
無
性
摂
論
』（
三
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回
）、『
梁
摂
論
』（
＊
一
〔
二
〕
回
）
程
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
た
と
え
引

用
名
を
使
用
し
て
は
い
な
い
が
、
字
句
に
対
す
る
検
索
を
通
し
て
み
る
時
、
円

弘
の
『
子
注
』
か
ら
は
中
国
の
吉
蔵
、
慧
浄
、
慈
恩
基
、
新
羅
の
義
寂
、
元
暁
、

義
相
を
援
用
し
た
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
と
く
に
、
義
寂
、

元
暁
、
義
相
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ

と
を
十
分
に
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
、
中
国

人
の
『
法
華
経
論
』
注
釈
書
の
中
で
義
寂
、
元
暁
、
義
相
を
引
用
す
る
例
は
想

定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

２　

引
用
文
献
の
検
討

ま
ず
、
元
暁
の
痕
跡
を
三
件
程
度
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
、『
経
論
』
巻
上
〔
に
お
け
る
〕「
如
来
が
説
法
し
よ
う
と
す
る
時
が
至

っ
た
こ
と
が
成
就
さ
れ
る（
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
）」〔『
大
正
』二
六
・
二
下
〕

の
「
十
五
、
第
一
義
住
者
」〔
同
右
・
三
上
、
に
つ
い
て
〕『
子
注
』
で
は
次
の

よ
う
に
叙
述
す
る
。

こ
れ
は
第
一
の
教
説
で
あ
る
。
初
め
は
名
称
を
列
挙
し
て
、
次
に
意
義
を

解
釈
す
る
。
こ
れ
は
則
ち
名
称
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
諦
に
は
二
つ

が
あ
る
。
第
一
は
世
諦
、
第
二
は
真
諦
で
あ
る
。
如
来
の
法
身
は
こ
の
二

諦
の
外
に
独
り
二
諦
が
な
い
境
地
に
存
在
す
る
た
め
第
一
義
諦
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
『
法
華
経
』
は
［
※
法
身
を
］
顕
す
た
め
に
「
住
」
と
し

た
の
で
あ
る
（
此
則
第
一
義
教
。
先
列
名
。
彼
釈
義
。
此
則
列
名
。
然
諦

有
二
種
。
一
世
諦
、
二
真
諦
。
如
来
法
身
出
此
二
諦
之
外
独
在
無
二
、
名

為
第
一
義
諦
。
従
此
経
顕
。
故
名
住
）（
巻
物
フ
ァ
イ
ル00000023

、
以

下
「
二
三
頁
」
と
す
る
〔
上
巻
・
二
〇
紙
〕）
※
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』〔『
大

正
』
四
〇
・
七
九
三
下
〕
を
通
し
て
補
足
し
た
。

俗
諦
と
真
諦
を
超
え
て
第
一
義
諦
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
の
説
は
三
論
宗
の

主
張
に
属
す
る
が
、
第
一
義
諦
の
境
地
に
如
来
法
身
が
住
す
る
と
い
う
『
経
論
』

の
趣
旨
を
円
弘
が
三
論
宗
の
主
張
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で

き
る（

（（
（

。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
で
「
二
諦
之
外
独
在
無
二
」
と
い
う
文
句
は
元
々

は
『
本
業
経
』
に
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
経
典
で
は
第
四
十
二

地
で
あ
る
妙
覚
地
の
説
明
に
は
「
一
念
、
一
時
に
不
可
思
議
に
住
す
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
二
諦
の
外
に
独
り
二
諦
が
な
い
境
地
に
存
在
す

る
こ
と
で
あ
る（
亦
一
念
一
時
、
知
住
不
可
思
議
、
二
諦
之
外
独
在
無
二
）」〔『
大

正
』
二
四
・
一
〇
一
五
下
〕
と
な
っ
て
い
る
た
め
「
住
」
に
対
す
る
説
明
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
円
弘
が
『
本
業
経
』
を
一
回
引
用
す
る
た
め
に
こ
の
文
句

は
『
本
業
経
』
か
ら
直
接
持
っ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文

句
を
引
用
す
る
の
は
元
暁
の
『
本
業
経
疏
』・『
金
剛
三
昧
経
論
』・『
両
巻
無
量

寿
経
宗
要
』
か
ら
み
え
、
元
暁
が
重
視
し
た
文
句
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、

円
弘
以
前
に
は
引
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い（

（（
（

。
こ
の
よ
う
は
状
況
を
通

し
て
み
る
時
、
円
弘
が
元
暁
の
著
述
を
読
ん
だ
可
能
性
に
重
き
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
、
下
巻
で
は
「
煩
悩
に
汚
染
さ
れ
た
性
質
を
具
え
た
七
部
類
（
七
種
具
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八

足
煩
悩
染
性
人
）」〔
六
紙
一
面
、
の
一
釈
初
七
章
の
一
病
人
の
二
列
名
〕
に
つ

い
て
十
門
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
初
め
が
「
凡
聖
門
」
で
あ

る
。
こ
の「
凡
聖
門
」と
い
う
表
現
は
元
暁
以
前
の
文
献
で
は『
涅
槃
宗
要
』〔『
大

正
』
三
八
・
二
四
三
上
〕
だ
け
が
唯
一
に
使
用
す
る
用
語
で
あ
る
。

第
三
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
下
巻
に
使
用
さ
れ
る
「
法
花
宗
要
」〔
一

六
紙
四
面
〕
と
い
う
表
現
か
ら
元
暁
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
三
件
の
文
章
及
び
用
例
を
通

し
て
み
る
時
、
円
弘
か
ら
元
暁
の
痕
跡
を
十
分
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
義
相
の
痕
跡
が
一
件
確
認
さ
れ
る
。

下
巻
に
は
「
別
意
如
是
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
。
例
を
挙

げ
る
と
、「
第
一
は
正
し
く
論
破
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
論
破
し
た
利
益

で
あ
る
。
大
き
い
邸
宅
と
は
、
す
で
に
正
し
い
論
破
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
に

は
「
譬
喩
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
。
区
別
し
た
意
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
（
初
一

正
破
。
後
二
破
益
。
大
宅
既
正
破
故
、
徧
挙
説
譬
喩
品
。
別
意
如
是
）」〔
九
紙

一
面
〕
と
な
っ
て
い
る
が
、
下
巻
に
は
各
品
に
つ
い
て
似
た
よ
う
な
文
章
形
式

で
総
六
回
使
用
す
る
。

と
こ
ろ
で
、「
別
意
如
是
」
と
い
う
表
現
は
義
相
の
『〔
華
厳
一
乗
〕
法
界
図
』

〔
以
下
『
法
界
図
』
と
略
称
す
る
〕
に
だ
け
「
そ
の
た
め
論
で
聖
人
の
智
慧
境

界
と
し
た
の
で
あ
る
。
区
別
し
た
意
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
（
是
故
、
論
言
聖
智

境
界
。
別
意
如
是
）」〔『
大
正
』
四
五
・
七
一
三
中
〕
の
よ
う
に
一
回
み
る
こ

と
が
で
き
る
表
見
で
あ
る
。
た
っ
た
一
回
の
同
じ
用
語
を
果
た
し
て
義
相
の
痕

跡
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
下
巻
で
は
特
殊
な
用
語
を
使
用
す
る
ほ
か
の
例
が
あ
る
。
そ
れ

は
「
心
を
お
だ
て
上
げ
る
こ
と
を
本
性
と
す
る
（
心
挙
為
性
）」
と
い
う
表
現

で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
「
こ
の
中
で
七
つ
の
驕
慢
は
論
破
さ
れ
る
べ
き
病
を

顕
す
。
得
て
い
な
い
の
に
得
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
心
を
お
だ
て
上
げ
る
こ

と
を
本
性
と
す
る
た
め
、
こ
れ
を
増
上
慢
心
と
い
う
の
で
あ
る
（
此
中
七
慢
、

顕
所
破
病
。
未
得
謂
得
。
心
挙
為
性
。
是
名
増
上
慢
心
）」〔
五
紙
三
面
〕
と
い

う
文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』（
無
著
菩
薩
造
、
玄
奘
訳
）

或
い
は
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』（
安
慧
菩
薩
糅
、
玄
奘
訳
）
の
七
慢
に
関

す
る
部
分
か
ら
借
り
た
文
句
と
し
て
〔
こ
れ
ら
の
〕『
論
』
で
は
七
回
使
用
さ

れ
る
が
、
円
弘
の
説
明
が
『
論
』
の
七
慢
と
合
致
さ
れ
て
は
い
な
い
。
円
弘
は

こ
の
句
だ
け
を
取
っ
て
き
て
十
回
使
用
す
る
が
、
こ
の
句
は
ほ
か
の
文
献
で
は

ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
み
て
円
弘
が
義
相

の
『
法
界
図
』
か
ら
「
別
意
如
是
」
だ
け
を
取
っ
て
き
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
あ
る
程
度
円
弘
が
元
暁
と
義
相
の
文
献
を
み
た
で
あ
ろ
う
痕
跡
を

十
分
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
み
る
。
と
こ
ろ
で
、
義
寂
の
痕

跡
を
見
出
し
て
み
る
時
、
よ
り
正
確
に
円
弘
が
義
寂
の
文
献
を
み
た
で
あ
ろ
う

可
能
性
を
高
め
て
く
れ
る
。

義
寂
の
痕
跡
を
二
件
程
度
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
一
〕『
経
論
』
巻
上
の
「
大
衆
が
教
法
を
聞
く
こ
と
を
欲
す
る
こ
と
が
現

前
す
る
成
就
（
六
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
）」〔
示
現
大
衆
欲
聞
現
前
［
法
］
成
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就
の
誤
り
、『
大
正
』
二
六
・
三
中
〕
の
「
大
瑞
相
を
現
す
こ
と
は
如
来
が
得

た
妙
法
、
不
可
思
議
な
文
句
な
ど
を
教
説
す
る
た
め
で
あ
る
（
現
大
瑞
相
、
為

説
如
来
所
得
妙
法
、
不
可
思
議
等
文
句
故
）」〔
同
右
・
三
中
〕
に
つ
い
て
『
子

注
』
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
第
二
門
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
。「
妙
法
」は
証
甚
深
で
あ
る
。「
文

句
」
は
阿
含
甚
深
で
あ
る
。「
不
可
思
議
」
は
甚
深
の
意
味
で
あ
る
。
世

尊
が
大
瑞
相
を
現
す
こ
と
は
こ
の
二
つ
の
甚
深
を
顕
す
た
め
で
あ
る
（
此

釈
第
二
門
。
妙
法
者
、
是
証
甚
深
。
文
句
者
、
是
阿
含
甚
深
。
不
可
思
議

者
、
是
甚
深
義
。
世
尊
現
大
瑞
相
、
為
顕
此
二
甚
深
法
故
）（
二
＊
六
〔
七
〕

頁
〔
上
巻
・
二
四
―
二
五
紙
〕）

と
な
っ
て
い
る
。「
証
甚
深
」
と
「
阿
含
甚
深
」
の
二
種
の
甚
深
は
『
法
華
経
論
』

「
方
便
品
」
に
言
及
さ
れ
る
概
念
で
あ
る（

（（
（

。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
経
論
』「
序
品
」

の
文
句
に
つ
い
て
二
種
の
甚
深
を
通
し
て
注
釈
す
る
例
は
義
寂
の
『
述
記
』
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
大
相
を
現
す
」
と
は
、
眉
間
の
光
明
で
東
方
の
一
万
八
千
土
を
照
ら
す

こ
と
で
あ
る
。「
妙
法
蓮
華
経
を
説
く
た
め
〔
の
故
〕
で
あ
る
」
と
は
、「
証

甚
深
を
説
く
た
め
」
で
あ
る
。「
大
瑞
相
〔
を
現
す
〕」
と
は
、
即
ち
〔
こ

れ
〕
花
の
雨
が
地
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
如
来
が
得
た
妙
法
と

不
可
思
議
な
文
字
章
句
を
教
説
す
る
た
め
に
」
と
は
、「
阿
含
甚
深
を
説

く
た
め
」
で
あ
る
。
仏
が
眉
間
か
ら
光
明
を
放
つ
こ
と
は
、「
証
甚
深
を

説
く
〔
た
め
の
〕
こ
と
」
で
あ
る
。「
妙
法
蓮
華
経
」
は
、〔
即
ち
こ
れ
〕

証
甚
深
で
〔
の
故
に
〕
天
か
ら
四
つ
の
花
の
雨
が
降
る
。「
六
種
振
動
」

な
ど
は
、「
阿
含
甚
深
を
説
く
た
め
の
瑞
相
〔
阿
含
甚
深
の
瑞
相
を
説
く

た
め
と
読
む
べ
き
か
〕」
で
あ
る
。「
不
可
思
議
名
字
章
句
」
は
、
即
ち
〔
こ

れ
〕
阿
含
甚
深
で
あ
る
（
現
大
相
者
。
眉
間
光
明
、
照
于
東
方
万
八
千
土

也
。
為
説
妙
法
蓮
花
経
故
者
、
為
説
証
甚
深
也
。
現
大
瑞
相
者
、
即
是
雨

花
動
地
也
。
為
説
如
来
所
得
妙
法
、
不
可
思
議
等
文
字
章
句
故
、
為
説
阿

含
甚
深
也
、
仏
放
眉
間
光
、
為
説
証
甚
深
也
。
妙
法
蓮
花
経
者
、〔
即
〕

是
証
甚
深
故
、
天
雨
四
花
。
六
種
振
動
等
、
為
説
阿
含
甚
深
之
瑞
也
。
不

可
思
議
名
字
章
句
者
、
即
是
阿
含
甚
深
也
）（『
卍
続
蔵
経
』
四
六
・
七
九

〇
下
）

こ
の
よ
う
に
義
寂
は
仏
が
眉
間
か
ら
光
明
を
放
ち
東
方
の
国
土
を
照
ら
す
こ

と
を
「
大
相
を
現
す
こ
と
」
で
あ
る
と
し
て
、「〔
妙
〕
法
〔
蓮
〕
華
経
を
教
説

す
る
た
め
に
」
と
い
う
文
句
を
「
証
甚
深
を
説
く
た
め
に
」
と
解
説
し
て
、「
如

来
が
得
た
妙
法
と
不
可
思
議
な
文
字
章
句
を
教
説
す
る
た
め
に
」
と
い
う
文
句

を
「
阿
含
甚
深
を
教
説
す
る
た
め
に
」
と
理
解
す
る
。
ま
た
仏
が
眉
間
か
ら
光

明
を
放
つ
こ
と
を
「
証
甚
深
を
説
く
た
め
の
こ
と
」
と
、「
妙
法
蓮
華
経
」
を

な
お
証
甚
深
と
み
て
、「
六
種
に
振
動
す
る
こ
と
」
を
「
阿
含
甚
深
を
説
く
た

め
の
瑞
相
〔
同
右
〕」
と
み
て
、「
不
可
思
議
な
文
句
」
と
い
う
文
句
を
阿
含
甚

深
と
み
て
い
る
。
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〇

円
弘
は
「
不
可
思
議
」
を
別
に
切
り
取
っ
て
「
甚
深
に
内
包
さ
れ
た
義
」
で

あ
る
と
み
て
い
る
が
、『
経
論
』「
序
品
」
の
同
じ
文
句
に
つ
い
て
二
種
の
甚
深

で
解
釈
す
る
点
に
お
い
て
義
寂
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
慧
浄
（
五
七
八
―
六
四
五
／
六
五
三
）
の
『
法
華
経
纉
述
』

〔
以
下
『
纉
述
』
と
略
称
す
る
〕
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き

る（
（（
（

。
如
来
が
大
相
を
現
す
原
因
を
顕
し
た
た
め
に
衆
生
た
ち
が
因
縁
の
法
則
を

疑
う
た
め
に
、
即
ち
こ
の
た
め
に
法
華
経
の
二
種
の
甚
深
を
説
く
の
で
あ

る
。
得
た
妙
法
は
、〔
即
ち
〕
証
甚
深
で
あ
り
、
不
可
思
議
な
文
句
は
、

即
ち
阿
含
甚
深
で
あ
る
（
為
顕
如
来
現
大
相
之
因
。
是
故
生
疑
因
縁
、
即

是
為
説
法
華
二
種
甚
深
。
所
得
妙
法
、
即
証
甚
深
。
不
思
議
文
句
、
即
阿

含
甚
深
）〔『
纉
述
』
巻
第
二
・
一
七
丁
ウ
〕

す
な
わ
ち
、
如
来
が
衆
生
の
た
め
に
大
瑞
相
を
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
こ
の
た
め
に
衆
生
た
ち
が
因
縁
法
に
つ
い
て
疑
っ
た
た
め
、『
法
華
経
』
に

お
い
て
は
二
種
の
甚
深
を
教
説
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
如
来
が

得
た
妙
法
は
証
甚
深
で
あ
り
、
不
可
思
議
な
文
句
は
阿
含
甚
深
で
あ
る
と
説
明

し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
慧
浄
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
義
寂
が
援
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

円
弘
の
説
明
方
式
は
義
寂
よ
り
は
慧
浄
に
よ
り
近
い
。
た
だ
、「
不
可
思
議
」

に
つ
い
て
別
し
て
意
味
を
置
く
こ
と
か
ら
み
て
、
円
弘
が
慧
浄
と
義
寂
の
文
献

を
読
ん
で
自
身
の
文
章
と
し
て
展
開
し
た
可
能
性
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
で
き

る
。〔

第
二
〕
と
こ
ろ
で
、
義
寂
の
『
述
記
』
の
文
章
と
一
致
す
る
例
を
一
つ
み

る
こ
と
が
で
き
る
。『
経
論
』「
序
品
」「
成
就
十
事
」〔『
大
正
』
二
六
・
三
下
〕

の
中
で
初
め
〔
の
項
目
〕
で
あ
る
「
大
義
の
原
因
が
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
現
在

に
み
る
こ
と
（
現
見
大
義
因
成
就
）」〔
同
右
・
三
下
〕
で
は
八
句
で
現
示
す
る

が
八
句
を
取
り
上
げ
た
後
に
、
さ
ら
に
具
体
的
に
説
明
す
る
（
円
弘
の
科
段
は

徴
問
〔
別
釈
の
誤
り
〕
で
あ
る
）。
そ
の
中
で
初
め
の
句
が
「
大
法
を
論
じ
よ

う
と
す
る
こ
と
（
一
者
。
欲
論
大
法
）」〔
同
右
・
四
上
〕
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
に
対
す
る
具
体
的
説
明
で
あ
る
「
疑
い
の
あ
る
者
が
疑
い
を
断
つ
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
る
（
謂
有
疑
者
、
為
断
疑
故
）」〔
同
右
・
四
上
〕
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
円
弘
の
『
子
注
』
が
あ
る
。

大
法
を
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
我
々
の
信
じ
ら
れ
な
い
者
た
ち
の
た
め

信
じ
る
こ
と
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
論
」
は
「
教
説
」

で
あ
る
。
異
な
る
名
で
説
く
こ
と
は
、［
二
つ
目
の
説
明
の
］
雨
を
降
ら

す
と
い
う
説
明
な
ど
の
後
の
七
つ
の
意
味
も
同
じ
よ
う
で
あ
る
。「
大
法
」

と
は
一
乗
大
法
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
三
つ
が
あ
り
、
性
、
随
、
得
で
あ
る

（
欲
論
大
法
、
令
我
不
信
、
成
就
信
心
。
論
者
説
。
説
異
名
、
雨
等
、
後

七
義
亦
同
爾
。
大
法
者
、
一
乗
大
法
。
此
有
三
種
、
謂
性
、
随
、
得
）

（
＊
二
六
〔
三
一
〕
頁
〔
上
巻
・
二
八
紙
〕）
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こ
の
文
章
で
「「
大
法
」
と
は
一
乗
大
法
で
あ
る
（
大
法
者
、
一
乗
大
法
）」

と
い
う
説
明
は
義
寂
の
『
述
記
』
に
だ
け
み
ら
れ
る
文
句
で
あ
る
。
義
寂
は
こ

の
初
め
の
句
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。

第
一
の
大
法
を
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
と
は
何
で
あ
る
か
。
疑
い
を
断
つ

大
義
を
顕
す
こ
と
で
あ
る
。
大
法
は
大
乗
法
で
あ
る
。
大
乗
法
に
は
三
つ

が
あ
り
、
性
、
随
、
得
で
あ
る
。
性
は
即
ち
真
如
で
あ
る
。
随
は
即
ち
智

福
で
あ
る
。
得
は
〔
即
ち
〕
四
徳
の
結
果
で
あ
る
（
第
一
欲
論
大
法
。
云

何
。
※
願
断
疑
大
義
也
。
大
法
者
。
是
大
乗
法
。
大
乗
法
有
三
義
。
一
性
、

二
随
、
三
得
。
性
者
、
即
真
如
也
。
随
者
、
即
智
福
也
。
得
者
、
即
四
徳

果
也
）（『
卍
続
蔵
経
』
四
六
・
七
九
一
下
）
※
「
願
」
の
字
は
後
の
慧
浄

の
原
文
を
み
る
と
「
顕
」
の
字
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

吉
蔵
師
が
云
う
に
は
大
法
を
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
大
法
と

は
〔
即
ち
〕
一
乗
大
法
で
あ
る
（
蔵
師
云
。
欲
論
大
法
者
。
大
法
者
、
即

一
乗
大
法
。
今
説
一
乗
故
。
即
断
旧
新
二
疑
之
心
）（『
卍
続
蔵
経
』四
六
・

七
九
一
下
）

と
な
っ
て
い
る
。
二
つ
目
の
文
章
に
お
い
て
義
寂
は
「
大
法
と
は
〔
即
ち
〕
一

乗
大
法
で
あ
る
（
大
法
者
、
即
一
乗
大
法
）」
に
つ
い
て
吉
蔵
か
ら
引
用
し
た

よ
う
に
叙
述
す
る
が
、
吉
蔵
の
著
述
で
は
同
じ
文
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
す
な
わ
ち
、
義
寂
自
身
の
表
現
で
あ
る（

（（
（

。
一
方
、
義
寂
が
引
用
す
る
慧
浄

の
『
纉
述
』
を
み
る
と
、
義
寂
と
相
当
部
分
一
致
し
て
、
義
寂
が
慧
浄
を
援
用

し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
表
見
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

。
し
た

が
っ
て
、
現
在
と
し
て
は
円
弘
が
慧
浄
の
『
纉
述
』
と
義
寂
の
『
述
記
』
を
参

照
し
て
こ
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
と
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

Ⅳ　

結
論

円
弘
の
著
述
は
七
三
一
年
に
す
で
に
『
円
弘
師
章
』
と
『
子
注
』
が
筆
写
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
弘
が
七
三
一
年
以
前
に
著
述
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
円
弘
の
活
動
年
代
を
念
頭
に
置
い
て
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
大
き
く
二
つ
の
方
法
を
使
用
し
た
。
一
つ
は
円

弘
に
対
す
る
情
報
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
方
法
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
二
つ
、『
子
注
』
の
引
用
文
献
を
通
し
て
円
弘
が
新
羅
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

一
つ
目
の
方
法
を
通
し
て
は
、
ま
ず
安
然
の
『
教
時
諍
論
』
に
お
い
て
法
相

唯
識
の
基
と
対
比
さ
れ
る
新
羅
人
の
グ
ル
ー
プ
に
円
弘
が
入
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
を
挙
げ
た
。
玄
奘
の
五
姓
各
別
説
に
対
す
る
反
対
は
旧
唯
識
派
が
中
心
に

な
っ
て
い
た
が
、
新
羅
で
は
玄
奘
の
門
下
で
あ
る
義
寂
に
せ
よ
留
学
を
し
な
い

で
新
羅
で
修
学
し
た
〔
僧侶

〕
に
せ
よ
、
ほ
と
ん
ど
が
基
と
は
反
対
の
意
見
を

開
陳
し
た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
少
な
く
と
も
玄
奘
―
基
―
慧
沼
―
智
周
に
つ

な
が
る
玄
奘
〔
よ
り
〕
の
中
国
人
僧侶

た
ち
に
は
見
当
た
ら
な
い
態
度
で
あ
る
。

ま
た
逸
文
を
通
し
て
み
た
時
、
安
然
の
主
張
に
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
の
で
あ
り
、
新
羅
表
員
の
『
要
決
問
答
』
と
説
明
方
式
が
一
致
す
る
こ
と
を
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証
明
し
た
。
そ
し
て
新
羅
と
関
連
の
あ
る
護
命
が
暗
誦
し
た
も
の
が
『
円
弘
師

章
』
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
円
弘
の
『
円
弘
師
章
』
を
注
釈

し
た
理
門
の
復
注
を
目
録
か
ら
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
太
賢
の
著
述
に

も
復
注
を
著
述
す
る
な
ど
、
護
命
と
似
た
よ
う
に
新
羅
法
相
唯
識
の
著
述
を
尊

重
し
た
。

二
つ
、『
子
注
』
の
引
用
文
献
を
通
し
て
は
元
暁
、
義
相
、
義
寂
と
一
致
す

る
例
を
、
各
々
三
回
、
一
回
、
二
回
程
度
を
見
出
し
て
証
明
し
た
。
そ
の
中
で

義
寂
の
一
例
は
文
章
が
正
確
に
一
致
し
て
、
元
暁
の
二
回
と
義
相
の
一
例
は
用

語
が
正
確
に
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
言
及
し
た
新
羅

表
員
の
著
述
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
と
〔
円
弘
が
〕
新
羅
僧侶

の
著
述
を
読
ん

だ
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
引
用
事
実
を
通
し
て
円
弘
が
義
寂
よ

り
後
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
同
時
代
に
活
動
し
た
と
み

る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
ま
だ

確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
当
時
、
新
羅
の
華
厳
と
唯
識
の
大
家
た
ち
の

著
述
を
み
た
と
い
う
点
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
方
法
を
使
用
し
て
証
明
し
た
時
、
円
弘
が
新
羅
人
で
あ

る
こ
と
が
間
違
い
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
円
弘
師
章
』
の
逸
文

が
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、『
子
注
』
は
「
序
品
」
の
全
体
と
「
譬
喩
品
」

の
一
部
が
写
本
と
し
て
現
存
す
る
。『
子
注
』
に
は
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』・『
法

華
義
疏
』
が
最
も
多
く
援
用
さ
れ
、
慧
浄
の
『
法
華
経
纉
述
』
の
内
容
も
し
ば

し
ば
援
用
さ
れ
る
。

一
方
、
写
本
を
よ
り
綿
密
に
検
討
す
れ
ば
、
新
羅
僧侶

の
文
献
を
引
用
し
た

痕
跡
を
さ
ら
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め

て
、
今
後
、
細
密
な
注
釈
を
通
し
て
、
も
う
一
つ
の
新
羅
人
の
注
釈
書
、
円
弘

の
『
法
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
研
究
し
て
、
義
寂
、
元
暁
、
憬
興
な
ど
、
新

羅
僧侶

と
比
較
し
て
、
新
羅
人
の
法
華
思
想
史
に
追
加
す
べ
き
課
題
が
残
っ
て

い
る
。

注（
1
）　

具
体
的
に
は
元
魏
中
天
竺
三
蔵
勒
那
摩
提
共
僧
朗
等
訳
（『
大
正
』
二
六
）
と

後
魏
北
天
竺
三
蔵
菩
提
留
支
共
沙
門
曇
林
等
訳
（『
大
正
』
二
六
）。

（
2
）　

大
竹
晋
校
註
『
法
華
経
論
・
無
量
寿
経
論
他
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
一
の
解

題
（
一
二
八
―
一
三
〇
頁
）
に
中
国
、
新
羅
、
日
本
の
注
釈
書
に
対
す
る
説
明
が

詳
し
い
。
著
者
が
日
本
僧侶

の
著
述
の
中
で
円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
一

巻
に
つ
い
て
は
真
作
で
あ
る
か
を
疑
っ
て
い
る
た
め
本
文
で
は
除
外
し
た
。

（
3
）　

落
合
俊
典
編
『
中
国
・
日
本
経
典
章
疏
目
録
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
、

一
四
六
頁
。

（
4
）　
〔
勝
崎
裕
彦
他
編
著
〕『
大
乗
経
典
解
説
事
典
』
北
辰
堂
、
一
九
九
七
、
九
三
頁
。

（
5
）　

朴
姯
娟
「
法
華
経
論
述
記
」
韓
国
哲
学
辞
典
編
纂
委
員
会
『
韓
国
哲
学
辞
典

―
―
用
語
編
・
人
物
編
・
著
述
編
―
―
』
東
方
の
光
、
二
〇
一
一
、
一
九
二
―
一

九
三
頁
。

（
6
）　

大
竹
晋
校
註
、
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

（
7
）　

朴
姯
娟
『
新
羅
法
華
思
想
史
研
究
』
慧
眼
、
二
〇
一
三
、
八
八
―
一
一
六
頁
。

（
8
）　

金
天鶴

「
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
」『
印
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仏
研
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
、
一
五
四
―
一
六
一
頁
。
こ
の
論
文
は
日

本
の
大
竹
先
生
の
勧
誘
で
円
弘
の
『
法
華
経
論
子
注
』
を
金
沢
文
庫
か
ら
複
写
し

て
基
礎
的
研
究
を
日
本
語
で
発
表
し
た
論
文
で
あ
る
。
本
稿
は
以
降
に
新
た
に
入

手
し
た
聖
語
蔵
本
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
を
併
せ
て
報
告
す
る
場
と
し
て
、
以

前
の
論
文
内
容
の
中
で
必
要
な
部
分
は
相
当
に
改
訂
或
い
は
拡
大
し
て
活
用
し
た
。

た
だ
、
一
部
分
は
以
前
の
研
究
内
容
と
重
複
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
部
分
に
つ
い
て

は
一
々
脚
注
を
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

（
9
）　

末
木
文
美
士
『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
―
―
安
然
の
思
想
形
成
を
中
心

と
し
て
―
―
』
春
秋
社
、
一
九
九
五
、
一
八
三
―
一
八
八
頁
。
こ
こ
で
は
『
教
時

諍
論
』
に
つ
い
て
文
献
学
的
に
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。

（
10
）　

大
竹
晋
校
註
、
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

（
11
）　
〔
安
然
『
教
時
諍
論
』〕「
三
蔵
門
人
、
義
寂
法
師
作
義
林
章
一
十
二
巻
、
以
破

基
師
法
苑
林
章
。
遁
倫
法
師
作
瑜
伽
疏
、
所
立
義
理
多
違
基
義
。
玄
隆
、
円
弘
、

補
昉
、
秦
賢
、
並
作
章
疏
、
共
称
禀
受
三
蔵
之
旨
、
而
多
違
背
基
師
之
義
」（『
大
正
』

七
五
・
三
六
五
下
）（
補
＝
神
、
泰
＝
太
の
誤
り
）

（
12
）　
〔
宗
性
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
〕「
護
明
僧
正
伝
云
。
年
甫
十
薇
（
薇

恐
歳
）、
受
道
於
当
洲
金
光
明
寺
道
興
〔
大
〕
法
師
。
比
及
両
年
、
既
渉
法
華
最
勝

二
部
音
訓
、
暗
誦
百
論
＊
並
〔
并
〕
側
（
側
恐
測
）
法
師
疏
一
巻
、
円
弘
師
章
四
巻
」

（『
仏
全
』
一
〇
一
・
六
一
〔
上
〕）。
円
測
の
著
述
に
『
百
論
疏
』
は
な
い
た
め
『
百

法
論
疏
』
と
推
定
さ
れ
る
。
富
貴
原
章
信
『
日
本
唯
識
思
想
史
』
大
雅
堂
、
一
九

四
四
、
三
三
七
頁
。

（
13
）　
ａ
．
護
命
『
大
乗
法
相
研
神
章
』
巻
第
三
「
既
言
法
体
先
有
、
不
可
言
生
、

何
有
生
滅
耶
。
或
亦
可
言
法
体
先
有
、
不
可
言
滅
。
是
故
法
体
有
生
滅
者
、
愚
之

甚
矣
。
彼
新
羅
国
順
本
法
師
現
在
之
日
、
老
僧
生
年
十
七
（
七
十
三
、
甲
・
乙
本
）

之
時
、
親
聞
彼
言
。
諸
有
為
法
体
、
不
生
滅
而
帯
生
滅
、
名
為
有
為
。
若
爾
、
無

為
体
不
生
滅
而
可
帯
生
滅
、
不
得
通
此
難
。
作
如
是
説
、
非
本
習
伝
義
、
非
唯
違
文
、

亦
復
乖
理
。
有
為
法
体
、
若
有
生
滅
、
過
未
法
体
在
何
処
所
顕
。
過
未
無
体
。
何

言
三
世
恒
有
実
体
顕
」（『
大
正
』
七
一
・
二
八
下
）

ｂ
．
凝
然
『
華
厳
経
探
玄
記
洞
幽
鈔
』
巻
〔
第
〕
七
十
八
「
昔
新
羅
国
智
平
法
師
。

立
有
為
法
体
、
不
生
不
滅
義
。
元
興
寺
護
命
僧
正
、
用
智
平
義
、
立
不
生
滅
道
理
」

（『
日
蔵
』
一
・
二
＊
六
〔
八
〕
二
下
）

ｃ
．
凝
然
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
巻
中
「
護
明
僧
正
伝
新
羅
智
平
法
師
義
。
建

立
有
為
法
体
、
不
生
＊
不〔
ト
ル
〕滅
義
。
余
先
徳
等
、
多
是
有
為
法
体
生
滅
義〔
也
〕」

（『
仏
全
』
一
〇
一
・
一
一
九
＊
下
〔
上
〕）

こ
の
三
資
料
を
通
し
て
思
想
的
に
同
じ
趣
旨
の
主
張
を
護
命
が
堅
持
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
が
、
ａ
の
資
料
は
護
命
自
身
が
告
白
し
た
内
容
で
あ
り
、

こ
れ
を
凝
然
の
ｂ
・
ｃ
の
資
料
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
ａ
の

十
七
は
ほ
か
の
本
で
は
七
十
三
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
後
者
を
取
る
こ
と
に
す
る
。

そ
し
て
ａ
と
ｂ
・
ｃ
資
料
の
新
羅
僧
名
が
順
本
（
ａ
）
と
智
平
（
ｂ
・
ｃ
）
で
互

い
に
異
な
る
。
ど
ち
ら
が
是
で
あ
れ
非
で
あ
れ
、
護
命
が
出
家
の
頃
か
ら
新
羅
僧

侶
の
学
説
を
最
晩
年
ま
で
堅
持
し
た
事
実
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

（
14
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
五
五
頁
。「
円
知
師
章
」
と
誤
っ
て
記
録
さ
れ
た
例

も
新
た
に
確
認
さ
れ
た
。

（
15
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
五
五
頁
。



円
円
円
円
円
円
円
円

円円
円
円
円
円

一
四

（
16
）　

落
合
俊
典
編
、
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。

（
17
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
五
六
頁
。

（
18
）　

本
書
は
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔http://gcbs.ggu.

ac.kr/sub02_8/

〕
に
全
文
を
公
開
し
て
い
る
。

（
19
）　

岡
本
一
平
「
東
大
寺
図
書
館
所
蔵　

凝
然
『
華
厳
二
種
生
死
義
』
に
つ
い
て
」

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
発
表
資
料
、
二
〇
一
三〔『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』第
一
二
号
、

二
〇
一
四
、
一
七
五
頁
〕。
ま
た
浄
土
宗
全
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（http://w
w
w
.

jozensearch.jp/

）
で
も
一
回
確
認
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
研
究
が
進
展
さ
れ
る
に
つ

れ
よ
り
多
く
の
逸
文
が
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
20
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
五
六
頁
。

（
21
）　

岡
本
一
平
「
新
羅
唯
識
派
の
芬
皇
寺
玄
隆
『
玄
隆
師
章
』
の
逸
文
研
究
」『
韓

国
仏
教
学 SEM

IN
A
R

』第
八
号
、
二
〇
〇
＊
一〔
〇
〕、
三
六
〇
―
四
〇
一
頁
で
は
、

玄
隆
が
玄
奘
系
と
真
諦
系
を
会
通
さ
せ
る
一
面
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）　
『
仏
全
』
一
三
・
四
一
〇
下
。

（
23
）　

例
を
挙
げ
る
と
〔
表
員
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
巻
第
一
〕「
三
門
分
別
。

第
一
釈
名
、
第
二
出
体
、
第
三
問
答
分
別
」（『
卍
続
蔵
経
』
八
・
四
一
四
上
）
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
中
で
「
問
答
分
別
」
は
「
問
答
」
と
だ
け
な
っ
て

い
る
例
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

（
24
）　

落
合
俊
典
編
、
前
掲
書
、
三
六
〇
頁
。

（
25
）　

落
合
俊
典
編
、
前
掲
書
、
三
六
四
頁
。

（
26
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
五
六
頁
。

（
27
）　

周
生
杰
「
合
本
子
注
疏
論
」『
浙
江
師
范
大
学
学
報
―
社
会
科
学
版
』
二
〇
〇

六
年
第
二
期
、
二
〇
〇
六
、
四
一
―
四
六
頁
。

（
28
）　
「
法
鏡
経
解
子
注
二
巻
〔
五
九
中
〕、
維
摩
詰
子
注
経
五
巻
〔
七
三
上
〕、
遺
教

子
注
経
一
巻
〔
九
六
中
・
九
六
下
〕、
勝
鬘
子
注
経
三
巻
〔
九
六
下
〕、
大
般
涅
槃

子
注
経
七
十
二
巻
〔
九
九
中
〕、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
子
注
経
五
十
巻
〔
九
九
中
〕、

大
乗
経
子
注
目
録
三
〔
一
二
六
上
〕」（
以
上
『
歴
代
三
宝
紀
』〔『
大
正
』
四
九
〕）

（
29
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
五
七
頁
。

（
30
）　
〔『
法
華
経
論
』
巻
上
〕「〔
十
〕
五
名
第
一
義
住
者
、
以
此
法
門
、
即
是
諸
仏

如
来
法
身
究
竟
住
処
故
」（『
大
正
』
二
六
・
三
上
）。
本
稿
で
は
具
体
的
に
明
か
し

て
い
な
い
が
、
円
弘
の
『
子
注
』
に
は
吉
蔵
の
著
述
が
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
る
。

（
31
）　
『
本
業
経
疏
』〔
巻
下
〕「
復
次
不
可
思
議
有
二
種
。
一
者
。
不
可
言
説
。
過
語

言
境
界
故
。
二
者
。
出
一
切
世
。
於
世
間
中
無
譬
類
故
。
是
名
不
可
思
議
。
故
第

四
德
中
、
言
二
諦
之
外
独
在
無
二
者
…
」（『
卍
続
蔵
経
』
三
九
・
二
四
二
下
）

『
金
剛
三
昧
経
論
』〔
巻
中
〕「
金
剛
解
脱
断
種
子
已
。
即
入
妙
覚
無
住
之
地
。
二
諦

之
外
、
独
在
無
二
故
、
言
無
住
」（『
大
正
』
三
四
・
九
七
九
中
）

『
両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』「
欲
明
如
是
大
円
鏡
智
、
超
過
三
智
而
無
等
類
、
二
諦
之

外
、
独
在
無
二
」（『
大
正
』
三
七
・
一
三
一
中
）

こ
の
ほ
か
に
元
暁
の
『
法
華
宗
要
』（『
大
正
』
三
四
・
八
七
二
上
）
で
も
『
本
業
経
』

を
引
用
し
て
「
二
諦
之
外
独
在
無
二
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
元
暁
に

と
っ
て
は
特
別
な
文
句
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
円
弘
が
引

用
す
る
『
本
業
経
』
の
文
は
「
若
凡
夫
衆
生
住
五
陰
中
為
正
報
之
土
」〔『
大
正
』

二
四
・
一
〇
一
六
上
、
上
巻
・
四
紙
〕
で
あ
る
が
、
こ
の
文
句
も
な
お
元
暁
の
『
両

巻
無
量
寿
経
宗
要
』〔『
大
正
』
三
七
・
一
二
七
上
〕・『
本
業
経
疏
』〔
典
拠
不
明
・



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

一
五

誤
り
か
〕
に
引
用
さ
れ
解
さ
れ
る
。

（
32
）　

金
天鶴

、
前
掲
論
文
、
一
六
＊
一
〔
〇
〕
頁
。〔
こ
の
点
に
つ
い
て
は
訳
者
に

よ
る
指
摘
が
あ
る
。
詳
し
く
は
金
炳
坤「『
三
平
等
義
』の
成
立
に
関
す
る
研
究
」『
身

延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
六
、
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
〕

（
33
）　
〔『
法
華
経
論
』
巻
上
〕「
言
甚
深
者
、
顕
示
二
種
甚
深
之
義
、
応
如
是
知
。
何

等
為
二
。
一
者
証
甚
深
。
謂
諸
仏
智
慧
甚
深
無
量
故
。
二
者
阿
含
甚
深
。
謂
智
慧

門
甚
深
無
量
故
」（『
大
正
』
二
六
・
五
上
）

（
34
）　

金
炳
坤
『
法
華
章
疏
の
研
究
―
―
海
東
撰
述
・
西
域
出
土
本
を
中
心
と
し
て

―
―
』
立
正
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
の
第
三
編
の
第
二
章
と
第
四
章
に
慧
浄

の
『
纉
述
』
に
つ
い
て
詳
し
い
。『
纉
述
』
の
テ
キ
ス
ト
は
金
炳
坤
先
生
の
好
意
で

得
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
35
）　

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
ろ
の
「
即
断
旧
新
二
疑
之
心
」
と
い

う
文
句
が
吉
蔵
『
法
華
論
疏
』
か
ら
取
意
〔『
大
正
』
四
〇
・
七
九
八
上
〕
し
た
も

の
で
あ
る
。
三
友
健
容
「
義
寂
撰
『
法
華
論
述
記
』
の
一
考
察
」
村
中
祐
生
先
生

古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
集
『
大
乗
仏
教
思
想
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二

〇
〇
五
、
一
三
三
頁
。
た
だ
、
文
章
は
義
寂
の
特
有
の
表
現
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

（
36
）　
〔『
法
華
経
纉
述
』〕「
第
一
欲
論
大
法
。
云
何
。
顕
断
疑
大
義
論
量
也
。
大
法
、

大
乗
法
也
。
大
乗
法
有
三
義
。
一
性
、
二
随
、
三
得
。
性
即
真
如
、
随
即
福
智
二
行
、

得
即
四
徳
果
」〔『
纉
述
』
巻
第
二
・
三
四
丁
オ
〕

（
こ
の
論
文
は
二
〇
一
一
年
度
政
府
（
教
育
科
学
技
術
部
）
の
財
源
に
よ
り
韓
国
研

究
財
団
の
支
援
を
受
け
研
究
さ
れ
た
（N

RF-2011-361-A
00008

））

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

円
弘
、
法
華
経
論
、
法
華
経
論
子
注
、
円
弘
師
章
、
新
羅
僧侶


〈
付
記
〉（
訳
者
）

　

本
稿
の
韓
国
語
原
文
は
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
学
会
（http://w

w
w
.

easternasia.kr/

）
の
学
会
誌
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
一
七
輯
（
二
〇
一
四
年

三
月
三
十
一
日
発
行
）
に
掲
載
（
一
八
五
―
二
〇
八
頁
）
さ
れ
て
い
る
。
著
者
で

あ
る
金
天鶴

博
士
（
東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
韓
国
仏
教
融
合
学
科
教
授
）
が
原

文
冒
頭
の
脚
注
に
お
い
て
「
こ
の
論
文
は
二
〇
一
＊
二
〔
三
〕
年
十
一
月
二
十
九
・

三
十
日
の
間
に
開
催
さ
れ
た
金
剛
大
・
東
国
大
〔
Ｈ
Ｋ
事
業
団
〕
共
同
国
際
学
術

大
会
で
発
表
し
た
論
文
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
も

と
は
、
そ
の
時
の
資
料
集
で
あ
る
『
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
―
―
新
資

料
の
発
掘
と
思
想
の
発
見
―
―
』
の
中
に
「
も
う
一
つ
の
新
羅
僧侶

『
法
華
経
論
』

注
釈
書
に
つ
い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
（
二
七
五
―
二
八
六
頁
）
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
こ
れ
に
次
い
で
こ
の
論
文
に
対
す
る
訳
者
の
論
評
が
韓
国
語
で
掲
載

（
二
九
七
―
三
〇
二
頁
）さ
れ
て
い
る（https://w

w
w
.academ

ia.edu/40660501

）

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
近
い
う
ち
に
そ
の
日
本
語
訳
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
翻
訳
な
ら
び
に
掲
載
を
快
く
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
恩

師
の
金
天鶴

先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
訳
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
チ
ェ
ッ
ク
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
岡
本
一
平
先
生
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研



円
円
円
円
円
円
円
円

円円
円
円
円
円

一
六

究
所
客
員
研
究
員
）
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
文
中
の
＊
ア
ス
タ
リ
ス
ク
・〔
亀
甲
括
弧
〕
は
訳
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

�

日
本
語
訳
・
金
炳
坤
（
身
延
山
大
学
准
教
授
・
博
士
（
文
学
））


